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• Dockerは最も人気なコンテナツールであり，頻繁に利用されて
いる 

• コンテナはDockerfileにより作成され，アプリケーションとその
依存関係，実行環境などが記述される 

• Dockerfileには多くのCode smells (Dockerfile smells)が存在
し，プロジェクトの品質問題となっている 

• プロジェクトにおけるDockerfile smellsを調査することで今後
のDockerfileのベストプラクティスを提供することを目的とする

背景
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• DL-smells 
‣ Docker公式ドキュメントで公開されているベストプラクティ
スに違反 

• SC-smells 
‣ 基本的なシェルスクリプトのプラクティスに違反（RUN命令） 

• Dockerfile静的解析ツール（Dockerfile Linter）を用いて
Dockerfile smellsを検出する

Dockerfile smells
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Dockerfile smells
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RQ1：Dockerfile smellsを持つプロジェクトはどの程度か 

RQ2：DL-smellsとSC-smellsの分布に違いはあるか 

RQ3：Dockerfile smellsはプロジェクトの特性に依存するか

Research Questions
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• Google BigQueryを利用してGitHub上のDockerfileを含む
16,959のプロジェクトとそのメタデータを取得 

• プロジェクトで使用されているプログラミング言語を調査し，上
位10件のプログラミング言語を使用している6,334のプロジェク
トで調査を行う 

‣ Dockerfile smellsとプロジェクトが使用している言語との関
係を調査するため 

• 全てのプロジェクトの最新のDockerfileにLinterを使用して
Dockerfile smellsを検出する

データセット
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• 6,334のプロジェクトから29,843のDockerfile smellsを検出 
‣ DL-smells 26,545 (88.9%)　SC-smells 3,298 (11.1%) 
• 5,309 (83.8%)のプロジェクトに少なくとも1つのDockerfile 
smellsが存在した

RQ1：Dockerfile smellsを持つプロジェクトはどの程度か
分析結果
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• Dockerfile smellsを含むプロジェクトを調査 
• Dockerfile内に平均:5.6（中央値:4.0）のsmellsが存在 
• smellsの密度は平均:0.62（中央値:0.43）であった

RQ1：Dockerfile smellsを持つプロジェクトはどの程度か
分析結果

8



• プロジェクトのオーナータイプ，言語との関係を調査

RQ1：Dockerfile smellsを持つプロジェクトはどの程度か
分析結果
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• オーナータイプによる違いはなかった

• 言語ごとにsmellsを含む割合
が異なっていた 
• Shellを使用するプロジェクト
の88%にsmellsが存在した



• オーナータイプの違いによるsmellsの数は有意差があるが効果量は非
常に小さかった（Wilcoxon検定，Cliff’s d）

RQ2：DL-smellsとSC-smellsの分布に違いはあるか
分析結果
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• 言語の違いによる
smellsの数には有意差
があった（Kruskal-
Wallis検定）

RQ2：DL-smellsとSC-smellsの分布に違いはあるか
分析結果
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• 2つのsmellsの間には正の相関があった 
（Spearmanの相関係数）

RQ2：DL-smellsとSC-smellsの分布に違いはあるか
分析結果
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• DL-smellsとSC-smellsの共起性を調査



• プロジェクトの特性とsmellsの関係を調べるため3つの線形回帰
モデルを作成

RQ3：Dockerfile smellsはプロジェクトの特性に依存するか
分析結果
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• 命令の数，プロジェクトの
運用期間がsmellsの数に大
きく関係していた 

• スター数が多いほどsmells
は少なくなる傾向がある

全てのsmellsのモデル 



• DockerfileのCode smellsであるDockerfile smellsを調査した 

• 83.8%のプロジェクトに少なくとも1つのDockerfile smellsが存
在した 

• オーナータイプによる違いはほとんどなかったが，言語の違いに
よるDockerfile smellsの発生には違いが見られた

まとめ
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• 命令の数が多かったり古いプロジェクトであるほどsmellsが多い
のは予想通りだった 

• 言語の違いによるsmellsの発生が違ったのは興味深い 

• 自分の研究でも言語ごとに発生しているエラーが異なっている可
能性が高いので調査する必要がある

所感
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予備資料
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DL-smellsのモデル SC-smellsのモデル 


